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論文内容の要旨
本論文は現在もっとも多く用いられている軸対称形のー体圧延車輪を対象として，各種荷重が作用
したときの車輪の応力を精度よく求める計算手法を確立し，車輪形状およびブレーキ条件の影響を解
明し，多くの設計資料を与えるとともに，それらの結果を適用して，新しい車輪形状を提案したもの
で，全体で 8 章より成る。
まず第 1 章においては車輪の強度に関する従来の研究を展望し，それらの問題点を明確にするとと
もに本論文の意義について述べた。
第 2 章では踏面ブレーキによる車輪の温度分布を解析し，ブレーキ条件の影響を調べ，プレーキシ
ューの大きさや押付け位置による影響を明らかにした。
第 3 章では第 2 章で得られた温度分布を用いて熱応力を求め，それがプレーキ条件ならびに車輪形
状によりいかなる影響を受けるかを検討した。とくにリム内部の熱応力に着目し，それが車輪割損に
重大な影響を及ぼすものとして 該部熱応力を軽減させる場合の設計指針を与えた口
第 4 章では車輪に作用する遠心力をとりあげ，これによる発生応力は新幹線車両などの高速車両では
かなり大となるので，これを種々の車輪形状につき求め，板部の最大応力と偏心量との関係を明らか
にした。また遠心力が作用すると車輪と車軸とのしめ代の低下が危ぐされるが，現状ではまったく問
題にならないことを示したO
第 5 章においては，車輪は通常車軸と一体となった輪軸として使用されるので，この場合に生じる
応力分布を実際の形状のもとに解析し，車輪形状の影響を検討するとともに，車軸の圧入が車輪のリ
ム部よりボス部に至る割損と深い関係のあることを指摘した。
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第 6 章ではレールからの反力により生じる車輪の応力分布を有限要素法を用いて求め，実験値と比
較検討することにより精度のよい車輪の応力計算手法を確立し，車輪の形状検討を行なった。また設
計上重要な多くの基礎資料を提供した。
第 7 章においては従来割損しやすい B形車輪を対象にして，その改良を試み，第 6 章までの結果を
適用して新しい 2 種類の車輪形状を提案し，応力解析ならびに実験を行ない，車輪の強度上重要なレ
ールからの反力による最大応力については従来の車輪と同じであるが，プレーキによるリム内部の熱
応力はかなり低下することを示した。そしてそのうちの一つの車輪を実用化した。
第 8 章は本論文の結論で，本研究により得られた成果を総括した。
論文の審査結果の要旨
本論文は鉄道車両用の一体車輪の強度について研究したものである。従来の研究では，車輪形状を
簡単化して応力解析を行なってきたが，本論文では，ほとんど実際に近い形状に対して数値計算を行
ない，車輪の設計上有用な諸知見を得た。そのおもなものをあげると下記のとおりである。
(1)踏面プレーキによる車輪リム内部の熱応力が，車輪の割損に大きい影響を与えることを見いだし
た。
(2) 高速の車両用の車輪においては，遠心力による応力が無視できないことを確かめた。
(3) 車軸の圧入による応力と，車輪リム部の形状との関連性を明らかにした。
(4) レールから受ける反力による応力と車輪の形状および反力の作用位置との関連性を明らかにした。
以上のように，本論文は，車輪の強度設計上有用な資料を提供したもので，工学上ならびに工業上，
寄与するところが大きい。よって博士論文として価値あるものと認める。
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